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第１例会：毎月第３水曜日・第２例会：毎月第１水曜日  仙台ＹＭＣＡ 18：45 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2017～2018 年度 クラブ役員 

会   長 及川 浩美 会員増強 吉田 俊一 地域奉仕 多田 修 

副 会 長 佐藤 剛 会員増強 村井 伸夫 地域奉仕 伊勢 文夫 

書   記 加藤 研 YMCA 清水川 洋 地域奉仕 阿部 松男 

会   計 門脇 秀知 YMCA 佐藤 健吾 ユース 布宮 圭子 

監   査 高篠 伸子 国際・交流 佐藤 善人 ブリテン 荒木 啓二 

ﾒﾈｯﾄ 会長 松本 京子 国際・交流 菅野 健 直前会長 及川 浩美 

ドライバー 菅野 健 国際・交流 本野日出子 担当主事 荒木 啓二 

THE  Y′Ｓ ＭＥＮ′Ｓ ＣＬＵＢ OF SENDAI  HIROSEＧAＷA 

   

仙台広瀬川ワイズメンズクラブ 

   2017年12月号ブリテン 通算第79号 2017.12.19 

巻頭言  

「少しおかしい二度目の東京オリンピック」 

半世紀ぶりの東京オリンピックが迫っている。自国開催オリンピックを一生で二度見られるのは幸

せといわれる。19 歳の大学生だった私にとっても最高の大会であった。年賀状配達のアルバイトで

資金を蓄え東京に行った。観戦したのはバレーボール・器械体操・陸上だったと記憶している、国

立競技場はじめ素晴らしい会場にも目を見張った。いま東京で施設の建設ラッシュである。さぞか

し立派なものが出来上がることであろう。そんな中、気になる話が聞こえて来る。それは、新しく

造られる施設のうちオリンピック終了後は当初の競技施設としては使われないものがあるというこ

とだ。陸上競技場はトラックが取り壊され、球技専用の競技場に改造するとか、バレーボール会場

はコンサートを中心としたイベント優先の施設に改造するとか。 

陸上競技場は東京オリンピック以来陸上競技場として使われた跡地に造られるのに、どうして陸上

競技が出来ないようにするのか。バレーボール会場もどうしてイベント優先会場にするのか。答え

は簡単。「収入が見込めない」ことが理由。「お金が一番大切なニッポン」の決めること、と聞けば

なるほどと思うが本当に不思議でおかしいことだ。前回の東京オリンピックの熱意はどこに行って

しまったのでろうか。将来子供たちに「2020 オリンピックってどこで行われたの？」 と言わない

ようにしなければいけない。大人の責任で。                    菅野 健 

 

２０１７―２０１８年度 主 題（Theme） 

国 際 会 長   Henry Grindheim（ノルウエー） 「ともに、光の中を歩もう」 

アジア 会長   Tung Ming Hsiao   (台湾）   「ワイズ運動を尊重しよう」 

東日本区理事    栗本 治郎 （熱海）      「広げよう ワイズの仲間」 

北東部 部長   鈴木伊知郎（宇都宮東） 「距離に負けるな北東部、各クラブの個性を磨こう」 

クラブ 会長   及川 浩美              「ワイズメンに誇りを持とう！」 

                                                   ～Let’s take pride in Y’s Men！～ 

 

 

「ワイズメンに誇りを持とう！」 
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11 月・第一例会 

 

 

 

 

 

 

日 時：１１月１７日（金） 

場 所：仙台市太白区「茂庭荘」  

出席者：阿部、伊勢、及川、加藤、 

門脇、菅野 佐藤（剛）、佐藤（善）、 

松本、村井、多田、荒木 

 

クラブ会員みんなで温泉に入って一泊したい！昨年ついに実現し、今年も第２回の「お

泊り例会」が行われました。 場所は今年も仙台藩主旧伊達邸である鍾景閣の隣の「茂庭荘」。 

仙台市中心部から車で 30分程の皆が集まりやすいところです。各会員が可能な時間に集合

し、ゆっくり温泉に浸かりました。仕事で滑り込んだ会員は慌てて温泉へ。18 時 30 分、み

んな揃って例会スタート。 最初はおごそかに普段の例会と同じように始まりました。 乾

杯後は宴会に突入。皆で持ち寄ったお酒に舌鼓を打ちながら仙台広瀬川クラブ発足時から

の思い出話に花が咲きました。場所を及川会長のお部屋に移しての二次会も、昔話に花が

咲き、深夜まで楽しい宴は酔いのまま続きました。今年も素敵な時間をワイズの仲間と共

に過ごし、改めて会員同志の絆を深めることが出来ました。昨年、このお泊り例会を定例

化していく事が全員一致で決まり、有言実行の２年目実施となりました。翌朝、美味しい

朝食をいただき散会しました。                     （荒木啓二） 

 

 

 

１１月２３日（祝）、午後１３：３０～１５：００ 

仙台市内、一番町を中心に街頭募金活動が行われました 

仙台広瀬川ワイズメンズクラブからは阿部メン、門脇メン、 

加藤メンに参加頂きました。感謝致します。 

市民の皆さまから寄せられた募金は 94,462 円でした 

１２月２３日も街頭募金が実施されます 

今後も仙台広瀬川ワイズメンズクラブは 

積極的に協力を進めて行きます！！   （荒木啓二） 

11 月第１例会報告 

在籍者 １８名 出席者 １２名 メイキャップ 1 名 出席率 ７２％ 

メネット 0 名 ゲスト・ビジター  0 名 ニコニコ ９，５００円 

              今月の聖句                菅野 健 

「実に、すべての人々に救いをもたらす神の恵みが現れました。」 

                               テトスへの手紙 2 章 11 節 

 

「実に、すべての人々に救いをもたらす 

テトスへの手紙 2 章 11 節 
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12 月第二例会 報告 

 

東日本メネット報告・被災地支援活動 

東日本区震災支援金 

今年度は３ヶ所の支援をさせて頂きました 

その中のひとつ、古川の大崎寺小屋の 

特定非営利法人 Synapse40 に届ける事ができました 

寺子屋の子どもたちからお礼の手紙を頂きましたので 

ここに紹介をさせて頂きます（松本京子） 

 

 

 

 

 

 

 

☆「2017 年１２月６日(水) １２月第２例会報告」仙台 YMCA２０３教室 18:45～20:00 

   黙 祷 

１． 開会点鐘                        佐藤 剛 

２． ワイズソング・ワイズの信条               一  同 

３． 会長挨拶                        佐藤 剛 

４． 協議・確認 

 ① 会長報告 

   ⅰ吉田俊一さんご逝去の件：門脇会員より通夜等報告 

   ⅱYMCA クリスマス：調理担当６名：阿部・加藤真・美雪・高篠・多田純子・松本 

             食事は「あっ」と言う間に無くなる程の人気。留学生多数参加 

   ⅲ街頭募金：11 月 23 日(木)当日募金額 95,000 円。三越前で阿部・門脇・加藤参加 

   ⅳCS アルミ缶回収：12 月 3 日(日)回収後換金 金額 4,536 円。報告者阿部。 

   ⅴﾒﾈｯﾄ活動：12 月 13 日(水)Y にて Y 幼稚園へ提供の作品作成し完成。 

 ② 各担当者から提案・報告 

   ⅰ12 月 19 日(火)クリスマス例会  (企画 佐藤健吾 司会 清水川) 

     一番町シェルブール 19:00~21:00 会費 3,500 円 オークション実施 

ⅱ12 月 9 日冬期ユースリーダー委嘱状授与式：Y の活動担う沢山のリーダー 

 との出会いがあります。ぜひご参加を。YMCA にて 19:00~。会費 1,000 円 

ⅲ12 月 16 日(土)「仙台 YMCA 感謝会・研修会」メトロポリタン 18:00~20:00 

ⅳ12 月 23 日(土)：際地域協力街頭募金 10：30～12：00＆13：30～15：00 

５．閉会挨拶                        多田 修 

６．閉会点鐘                        松本京子 

拝啓 

私は大崎寺子屋で勉強しています。

ご寄附頂いたお金で勉強をしていま

す。私はこのお金で無事志望校に合

格して、夢である看護師になりたい

と思っています。皆様のご寄附に感

謝しています。 

中学３年生 I より 

 

 ワイズメネット委員会様 

私は福島県いわき市で生まれました。今、大崎寺子屋で勉強をしています。ご

寄附頂いたお金は私たちの勉強の教材などに使わせて頂いています。ご寄附、

本当にありがとうございました。        小学５年生 A より 
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吉田俊一メンを偲んで 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クラブ入会後は数少ないクリスチャンであったため、ブリテンの聖句担当と例会でのお

祈りを担ってくださいました。 

入会後にお話ししていただきましたが、幼稚園は仙台ＹＭＣＡに入られ、その後もずっと

仙台ＹＭＣＡの活動に参加されてきたそうで、ＹＭＣＡとは 70 年のお付き合いということ

になります。 

日頃から周りの方には、「教会とＹＭＣＡは学ぶところ」と話されておられました。 

ご性格はまさに温厚そのもの、ご友人やご親戚の方々からは「俊（しゅん）ちゃん」と呼

ばれて慕われてこられました。 

しかしながら、優しい中にもしっかりした信念をお持ちで、一旦決めたことはなかなか

お譲にならない芯の強い面も併せて持たれていました。 

真面目に見える一方、学院ボーイ特有のヤンチャな面もお持ちでした。 

あまり強くはないマージャンは、誘われれば断らず、負けが多くてもサバサバしていまし

た。プロ野球はロッテファンでしたが、仙台六大学野球にも気持ちを入れて支援されまし

た。 

 

東北学院とＹＭＣＡをこよなく愛し、お酒が入ると、 

「若人われらの理想の国は～」と校歌を歌われ、 

「生きてる～限りは どこまでも～」とカラオケで「骨まで愛して」を熱唱されました。 

あのお声が聞けなくなったかと思うと本当に寂しくてなりません。 

  

吉田メンのご遺志を引き継ぎ、聖句担当をさせていただくことを誇りに思い、 

ご冥福をお祈り申し上げます。 

（仙台広瀬川クラブ 仙台ＹＭＣＡ会長 菅野 健） 

 

吉田俊一メンを偲んで 

 

広瀬川クラブチャータ-―メンバーであった吉田メンが

12 月 1 日に逝去されました。76 歳でした。 

吉田メンは東北学院で中学校から大学まで学ばれ、大学

卒業後は母校の職員として 43 年間わたり勤められました。

学生から慕われ、職員仲間からは信頼され、頼られた方で

した。 

ワイズメンズクラブに入られたのは定年後でした。東日

本大震災の年に、仙台市の南部を地盤として広瀬川クラブ

を立ち上げる際に、お住まいがちょうど八木山であったた

め、快くチャータ-―メンバーに就いてくださいました。 
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12 月 1 日（金）１８時～２０時３０分 

第 46 回仙台ＹＭＣＡクリスマスを実施致しました。 

実行委員の皆様のご協力に心より無事終了しました。 

総参加数はおよそ 440 名（うち留学生 70 名）でした。 

大勢のかたにお出でいただき、 

たいへん賑やかで楽しい会になりました。 

 

今年も仙台広瀬川ワイズメンズクラブメン、メネットの 

積極的な参加が輝いていました。 

広瀬川クラブは、赤飯、五目御飯、パン、コーンスープの 

ラインナップで参加者の笑顔を引き出しました 

世界の皆さまが平和でありますように・・・。（荒木啓二） 

 

 

 

１２月９日（土）冬季リーダー委嘱状授与式が行われました。 

仙台広瀬川ワイズメンズクラブからは 

菅野メン、加藤メン、阿部メンが参加し 

ユースリーダーにヘールを送りました 

リーダー、スタッフ、ワイズが 

互いの存在を見つけ、繋がり、そして、各自が良くなって行く 

そしてＹＭＣＡの願いでもある、世界の平和へと繋がって行きます 

今年の冬も多くの子どもたち、若者が成長できる 

素晴らしい時間になる事を神様と共に祈ります                    （佐藤健吾）

 

 

12 月 19 日（火） 仙台広瀬川ワイズメンズクラブ クリスマス例会 

12 月 23 日（祝） 国際地域協力募金  街頭募金  午前・午後 

1 月 10 日（水） 仙台広瀬川ワイズメンズクラブ第二例会 

1 月 23 日（火） 国際地域協力募金実行委員会 19:00～ 

1 月 24 日（水） 仙台広瀬川ワイズメンズクラブ第一例会 

1 月 26 日（金） ４クラブ合同新年例会 石巻グランドホテル 18:30～ 

編集後記 

大先輩、吉田俊一さん。貴方か

らの頂いたかけがえのない愛

に心から感謝致します。 K・A 
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